
　　　　

『「コーダ」のぼくが見る世界』 五十嵐大・著（紀伊國屋書店）

「コーダ」は、耳が聴こえない、あるいは聴こえにくい親のもと

で育った、聴こえる子どもたちを意味する。

著者はコーダであり、幼いころから、親と世間と二つの世界を

結ぶ「通訳」のような役割を担い、社会に潜む偏見や差別にも行

き当たった。この社会は「健常者」を前提に形作られているよう

に思わされる。様々な経験を経て、コミュニケーションで重要な

のは、「理解したい」「伝えたい」と願う気持ちであると説く。
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『銀河の図書室』 名取佐和子・著（実業之日本社）

宮沢賢治とその作品を研究する高校同好会イーハトー部を一

人で起ち上げた風見先輩だが、「ほんとうの幸いは、遠い」とい

う言葉を残して、突如学校に来なくなってしまう。

「図書ノ教室」を活動場所として、残された３人の部員たちがそ

の謎を解明すべく賢治の作品を読み解いていく。その過程で、

部員たちもそれぞれ抱えている問題と対峙し苦悩しながら、な

んとしても先輩の復帰を願う気持ちが高まっていく。「ほんとう

の幸い」とは。

『夜の日記』 ｳﾞｨｰﾗ・ﾋﾗﾅﾝﾀﾞﾆ著、山田文・訳（作品社）

1947年、宗教の異なりからインドとパキスタンが分離独立、激

しく敵対する。物語は、一家で命懸けの逃避をする12歳の少女

の日記を通して展開する。異変を感じたのは、学校の男子に石

を投げられた時。なぜ。大人も様子がおかしい。多様な人が平

穏に暮らす土地ではなくなったのか。事態はどんどん悪化して

いった。世界で続く憎悪と不信の衝突。過去のあやまちを思い、

違いを受けいれ、寛容で平和な未来を、と著者は願う。
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高崎北高校図書委員会

本のむし
令和7年度７月号 2025年07月11日発行

夏季休業中の開館日
7/2２-２３, ８/5-6, 2０-2２, ２５-27日

※都合により臨時閉館することがあります。ご了承ください。

〈開館時間〉 ９：００-１５：45

〈夏季特別貸出実施中！〉

期間：７/７(月)～８/２７(水)

冊数：１０冊まで貸出しができます。

☆７/２４(木)～8/１(金)は蔵書点検、

後処理のため閉館します。

ご注意ください。

※校内対象



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

予選代表『死んだ山田と教室』

『思考の整理学』

『人間をお休みしてヤギになって

みた結果』（発表順）

※国立国会図書館サーチ「書影API」使用

〈ビブリオバトル☆ブックリスト〉
『＃真相をお話しします』結城真一郎・著（新潮社）

『月と珊瑚』上條さなえ・著（講談社)

『〈弱いロボット〉から考える』岡田美智男・著（岩波書店)

『素粒子はおもしろい』益川敏英・著（岩波書店)

『夜カフェ』倉橋燿子・著（講談社)

『死んだ山田と教室』金子玲介・著（講談社)

『よだかの星』宮沢賢治・著（新潮社)

『宇宙人と出会う前に読む本』高水裕一・著（講談社)

『バケコミ！婦人記者・独楽子の帝都事件簿』ひずき・著（集英社)

『アリアドネの声』井上真偽・著（幻冬舎)

『座右の寓話』戸田智弘・著（ディスカヴァー・トゥエンティワン)

『なぜ僕らは働くのか』池上彰・著（Gakken)

『夢をかなえるゾウ』水野敬也・著（飛鳥新社)

『思考の整理学』外山滋比古・著（筑摩書房)

『天気の子』新海誠・著（KADOKAWA)

『5分後に意外な結末』桃戸ハル・著（Gakken)

『浅草鬼嫁日記』友麻緑・著（KADOKAWA)

『傲慢と善良』辻村深月・著（朝日新聞出版)

『手紙屋』喜多川泰・著（ディスカヴァー・トゥエンティワン)

『タカラモノ』和田裕美・著（双葉社)

『岸辺露伴は動かない』荒木飛呂彦・著（集英社)

『木曜日にはココアを』青山美智子・著（宝島社)

『変身』フランツ・カフカ 著（光文社)

『人間をお休みしてヤギになってみた結果』ﾄｰﾏｽ・ﾄｳｪｲﾂ 著（新潮社)
6月27日の放課後に、図書委員会主催の校内ビブリオ

バトルが開催されました。予選、本選ともに一冊に

こめた熱い思いが伝わってくる聴きごたえのある紹

介がたくさんありました。発表を終えたバトラーの

晴れ晴れとした表情が印象的で、梅雨のジメジメが

吹飛ばされたような書評合戦でした。チャンプ本に

輝いたのは、『人間をお休みしてヤギになってみた

結果』です。おめでとうございます！

※国立国会図書館サーチ「書影API」使用

☆ ビブリオバトル 2025 in 高北 ☆


